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　今定例会では、11 人の議員が６月
２日、３日、４日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

四 本 奈 緒 美 議 員  
◯ こども食堂の活動に対する幸手市の取り組みについて
◯  生理の貧困を抱える女性への支援について  

小 林 英 雄 議 員
◯  幸手市公共施設について
◯  ＵＲ都市再生機構の土地活用について
◯  「アスカル幸手」臨時駐車場の設置について

海 老 沼 隆 夫 議 員  
◯   新型コロナウイルス感染者拡大に伴う市の
対応について

◯  ７５歳以上の医療費２割負担について
◯  核兵器禁止条約の成立について
◯  危険な県道について
◯   栄地区・幸手団地のエレベーターの設置他
について

◯  避難行動などによる要支援者名簿の件

坂 本 達 夫 議 員  
◯ 新型コロナウイルス感染症について 
◯  駅自由通路を避難場所に指定することについて
◯  幸手駅西口の開発について
◯ 県道惣新田幸手線バイパスについて   

小 林 啓 子 議 員
◯  幸手市職員への不妊治療に対する取り組みについて 
◯  行政手続きにおける押印廃止と書面主義の
見直しについて

本 田 謡 子 議 員  
◯  コロナ禍における公共施設管理等の方向性について 
◯  新型コロナウイルス感染者に係る市のホー
ムページ等の発表について

松 田 雅 代 議 員  
◯  幸手市ＧＩＧＡスクール構想の推進について
◯  人口問題、移住・定住政策の推進について 
◯  附属機関等の市ホームページにおける議事
録掲載の進捗について

◯  企業版ふるさと納税ＰＲの進捗について

大 平 泰 二 議 員  
◯  新型コロナウイルス感染状況について
◯  新型コロナウイルスワクチン接種体制の拡
大について

◯  生活保護費支給について

青 木 　 章 議 員
◯  幸手市新生児特別定額給付金事業について
◯   「職員懲戒処分に対する公平委員会の裁決」
の対応等について

枝 久 保 喜 八 郎 議 員  
◯  土地利用に関する対応について
◯  道路事情が地域コミュニケーションに及ぼ
す環境変化について

◯  防災対策について
◯  教育現場の現状について

武 藤 壽 男 議 員  
◯  行政組織と職責と人事について
◯  新型コロナウイルスワクチン接種について 

幸手市議会においては、新型コロナウイルス感染症への対応を図るため、次の取組みを実施致しました。

①「一般質問」の議員１人あたりの質問時間をこれまでの「45分以内」から「30分以内」に短縮。
②本議会、委員会等における理事者の出席を最小限にし、出席者の座席の間隔を保持。
③本議会、委員会等では、マスクを着用。
④本議会場、委員会室では、概ね 30分を目安に休憩を入れて、窓・扉を開放して換気を実施。
⑤議場、委員会室にアクリル板の設置及び空気清浄機を配置。
⑥傍聴席の座席の間隔を保持。（9席）
⑦消毒液の設置。

●それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
●会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
●６月定例会の会議録は９月上旬頃公開予定です。

6月定例会の議会運営について
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市政に対する一般質問

経
済
的
な
理
由
で
生
理
用

品
を
購
入
で
き
な
い
「
生
理

の
貧
困
」
に
つ
い
て
は
、
女
性
や
女

児
の
健
康
と
い
う
観
点
、あ
る
い
は
、

女
性
の
女
性
と
し
て
の
尊
厳
に
関
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
の
創
意
工

夫
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
近
隣

の
市
町
の
取
組
み
を
参
考
に
し
て
、

防
災
備
蓄
品
の
活
用
や
配
布
窓
口
の

設
置
及
び
配
布
方
法
な
ど
、
関
係
部

署
と
調
整
を
行
い
、
生
理
用
品
の
無

も
あ
る
。
③
今
年
の
３
月
に
幸
手
境

バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
次
は
こ
の
道

路
実
現
の
番
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
は
県
に
対

し
積
極
的
な
要
望
活
動
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

市
と
し
て
も
県
道
惣
新
田

幸
手
線
バ
イ
パ
ス
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
交
通
の
利
便
性
が
向
上

し
、
現
道
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
観

光
や
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と

考
え
て
い
る
。

経
済
的
理
由
か
ら
生
理

用
品
を
買
え
な
い
女
性
が

い
る
問
題
は
「
生
理
の
貧
困
」
と
呼

ば
れ
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化

し
、
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
様
な
女
性
（
児
童
・
生
徒
・

学
生
を
含
む
）
へ
の
負
担
軽
減
の
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。
防
災
備
品
等

の
活
用
を
含
め
、
幸
手
市
の
見
解
と

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

県
道
惣
新
田
幸
手
バ
イ
パ

ス
は
、
産
業
団
地
区
間
が
整

備
済
だ
が
、
そ
の
先
国
道
４
号
バ
イ

パ
ス
ま
で
が
未
整
備
で
あ
る
。

次
の
理
由
か
ら
早
期
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。
①
こ
の
道
路
は
、
幸
手
の

観
光
、
経
済
、
物
流
の
活
性
化
に
繋

が
る
。
②
現
在
の
県
道
は
、
大
型
車

両
が
増
加
し
、
騒
音
、
振
動
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
の
危
険
性

QQ

AA

「
生
理
の
貧
困
」
を
抱
え
る
女
性
に
支
援
を

惣
新
田
幸
手
線
バ
イ
パ
ス
早
期
整
備
に
つ
い
て

償
配
布
に
つ
い
て
実
施
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

そ
こ
で
、
現
在
、
市
で
は
、
道
路

整
備
を
促
進
す
る
協
議
会
設
立
の
準

備
を
し
て
お
り
、
今
後
は
埼
玉
県
に

対
し
て
、
当
該
路
線
の
未
整
備
区
間

の
早
期
整
備
を
積
極
的
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

四本奈緒美議員坂本達夫議員
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市政に対する一般質問

役
所
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
成
し
、

市
内
企
業
に
対
し
て
率
先
し
て
情
報

発
信
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
幸

手
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

幸
手
市
役
所
で
は
、
職
員

へ
の
不
妊
治
療
に
対
す
る
支

援
策
と
し
て
、
現
在
、
不
妊
治
療
を

受
け
る
時
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る「
休
暇
制
度
」の
導
入
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
役
所
が
職
員
の
仕
事
と

不
妊
治
療
の
両
立
支
援
な
ど
を
率
先

の
報
告
書
を
一
本
化
す
れ
ば
、
確
実

に
対
応
が
で
き
、
ま
た
、
市
の
施
設

が
ど
こ
で
も
同
じ
報
告
書
で
あ
れ

ば
、
真
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
施
設
の
施
設

利
用
者
報
告
書
の
表
記
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
応
じ
、
利
用
者
の

負
担
軽
減
、
他
の
教
育
施
設
と
の
表

記
の
統
一
な
ど
を
考
慮
し
、
そ
の
都

度
変
更
を
し
て
、
現
在
は
共
通
の
表

政
府
は
不
妊
治
療
へ
の

保
険
適
用
を
２
０
２
２
年
度

当
初
か
ら
実
施
す
る
方
針
を
決
め
た
。

今
後
国
と
し
て
策
定
さ
れ
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
制
度
設
計
の
具
体
化
に

生
か
す
方
向
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
幸
手
市
と
し
て
も
条
例
等
の

環
境
整
備
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

ま
た
、
事
業
所
と
し
て
の
幸
手
市

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
市
の
施

設
を
利
用
す
る
場
合
、
そ
の

時
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
「
公

共
施
設
利
用
報
告
書
」
の
形
態
が
変

わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
県
の
対
応
に

準
じ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
市
の
公
共
施
設
利
用
報
告

書
は
担
当
課
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
利

用
基
準
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
こ

QQ

AA

幸
手
市
職
員
へ
の
不
妊
治
療
に
対
す
る
取
組
み
は

公
共
施
設
利
用
報
告
書
の
一
本
化
の
検
討
を

し
て
推
進
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
情
報
発
信
す
る
こ
と
は
、
市
内
企

業
へ
の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
の
で
、
前
向
き
に
検
討

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

 

（
総
務
部
長
）

記
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
す
べ

て
の
公
共
施
設
の
施
設
利
用
者
報
告

書
を
共
通
の
様
式
に
統
一
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
よ
っ
て
利
用
目

的
や
用
途
、形
態
等
が
異
な
る
た
め
、

１
つ
の
報
告
書
で
対
応
で
き
る
か
ど

う
か
、
今
後
、
内
部
で
検
討
し
て
い

く
。 

（
教
育
部
長
）

小林啓子議員本田謡子議員
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市政に対する一般質問

の
進
捗
を
伺
う
。

市
民
生
活
の
激
変
緩
和
と
時
代
に

合
っ
た
構
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
自

治
体
経
営
に
求
め
ら
れ
る
中
、
総
合

戦
略
の
ベ
ー
ス
と
な
る
人
口
動
態
の

分
析
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

移
住
・
定
住
政
策
は
、
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
に
掲
げ

た
取
組
内
容
以
外
に
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
な
い
。

二
地
域
居
住
に
つ
い
て
は
、
本
年

３
月
に
設
立
さ
れ
た
「
全
国
二
地
域

幸
手
保
健
所
か
ら
情
報
提

供
さ
れ
て
い
る
自
宅
療
養
、
宿

泊
療
養
、
入
院
等
の
数
は
、
令
和
３
年

１
月
１
日
以
降
に
月
２
回
、
時
点
集
計

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
１
例
目
か

ら
の
数
は
集
計
で
き
な
い
。

令
和
３
年
５
月
15
日
現
在
、
陽
性

者
１
８
０
名
の
内
訳
は
、
療
養
継
続

者
に
あ
た
る
患
者
数
が
10
名
、
完
治

者
・
死
亡
者
を
含
む
退
院
・
療
養
終

了
が
１
６
６
名
、
そ
の
他
が
４
名
で

あ
る
。
そ
の
他
の
意
味
は
幸
手
保
健

所
で
経
過
を
把
握
で
き
な
い
数
で
、

本
年
度
か
ら
第
２
期
幸
手

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今

年
度
新
た
に
取
り
組
む
移
住
・
定
住

政
策
を
伺
う
。

ま
た
、同
総
合
戦
略
策
定
に
際
し
、

意
見
と
し
て
「
二
地
域
居
住
」
と
い

う
新
し
い
指
標
設
定
を
提
案
し
、「
調

査
研
究
の
対
象
と
す
る
」
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。
そ
の
後
の
調
査
研
究

幸
手
市
の
１
例
目
か
ら
現

在
ま
で
の
感
染
者
自
宅
療
養
、

宿
泊
療
養
、
入
院
等
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
現
在
の
完
治
者
、

療
養
継
続
者
数
、
死
亡
者
数
、
Ｈ
Ｐ

上
の
そ
の
他
の
意
味
に
つ
い
て
も
伺

う
。 QQ

AA

人
口
問
題
、
移
住
・
定
住
政
策
の
深
化
・
強
化
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
つ
い
て

居
住
等
促
進
協
議
会
」
の
動
向
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
市
民
意
識
調
査
等
の
分
析

を
経
て
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２

期
総
合
戦
略
は
全
庁
横
断
的
な
体
制

を
も
っ
て
そ
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
い

る
。
今
後
も
人
口
動
態
の
推
移
等
を

高
い
レ
ベ
ル
で
共
有
し
得
る
よ
う
庁

内
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。 

（
総
合
政
策
部
長
）

具
体
的
に
は
幸
手
保
健
所
以
外
で
健

康
観
察
す
る
者
の
数
を
指
す
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

松田雅代議員大平泰二議員
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市政に対する一般質問

て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
裁
量
権
を

逸
脱
濫
用
し
た
処
分
」
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
職
員
は
こ
の
処
分
で
、

仕
事
が
し
ず
ら
く
な
っ
た
と
退
職
。

木
村
市
長
の
逸
脱
濫
用
に
対
し
て
自

身
の
処
遇
と
元
職
員
へ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

今
回
の
処
分
に
つ
い
て
、

裁
量
権
を
逸
脱
濫
用
し
た
処

分
と
の
認
識
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

自
身
の
処
遇
に
つ
い
て
も
考
え
て
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

が
市
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て

は
、
危
機
管
理
防
災
課
に
お

い
て
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
市
内
で
ド
ッ
グ
ラ
ン
事

業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
と
運
営
に

関
わ
っ
て
い
る
商
工
会
及
び
幸
手
市

の
三
者
に
よ
る
協
定
も
検
討
し
て
お

り
、
速
や
か
に
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
、
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
狂
犬
病
等
の
防
疫
率
を
高

め
る
こ
と
は
、
避
難
の
安
全
性
を
確

平
和
記
念
式
典
に
参
列
す

る
た
め
に
訪
れ
た
広
島
市
で

の
事
件
に
関
連
し
て
、
戒
告
処
分
を

受
け
た
元
市
職
員
に
つ
い
て
、
市
公

平
委
員
会
が
処
分
を
取
り
消
す
よ
う

裁
決
し
ま
し
た
。
同
委
は
、「
服
務

規
定
に
違
反
し
て
い
た
と
ま
で
は
い

え
な
い
」
と
判
断
。
市
に
よ
る
懲
戒

処
分
は
「
合
理
的
な
理
由
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
平
等
原
則
に
従
っ

市
内
ド
ッ
グ
ラ
ン
事
業
者

と
の
ペ
ッ
ト
避
難
協
定
を
結

ぶ
に
あ
た
り
、
幸
手
市
で
は
、
60
％

台
に
と
ど
ま
る
狂
犬
病
等
の
防
疫
率

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
条
件
に
、
市
登
録
の
犬
に
つ

い
て
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
平
日
利
用
を
無

料
に
す
る
と
の
提
案
は
、
ペ
ッ
ト
の

災
害
時
避
難
及
び
防
疫
率
向
上
の
両

面
か
ら
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す

QQ

AA

木
村
市
長
の
裁
量
権
を
逸
脱
濫
用
し
た
処
分
の
対
応

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
防
疫
と
防
災
の
関
連
性
に
つ
い
て

元
職
員
に
対
し
ま
し
て
は
、
公
平

委
員
会
の
裁
決
を
尊
重
し
、
ま
た
、

是
正
措
置
指
示
書
に
従
い
、
未
支
給

分
の
勤
勉
手
当
の
支
払
い
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
件
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
、
市
長
と
し
て
強
い
覚
悟
で
綱
紀

粛
正
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
長
）

保
す
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
協
定
締
結

を
検
討
す
る
中
で
、
関
係
者
と
協
議

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

青木　章議員枝久保喜八郎議員
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市政に対する一般質問

し
、
団
地
住
民
に
と
っ
て
も
、
周
辺

住
民
に
と
っ
て
も
、
よ
り
よ
い
街
づ

く
り
を
行
う
為
、
子
育
て
・
教
育
・

医
療
・
福
祉
支
援
施
設
等
多
方
面
か

ら
様
々
な
検
討
を
行
い
、
開
発
を
協

議
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
の
考
え
を

伺
う
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
協
議
を
重
ね

て
き
て
い
る
。
協
議
内
容
に
つ
い
て

は
、
事
業
に
関
す
る
総
合
的
な
も
の

か
ら
各
所
管
課
で
の
協
議
を
要
す
る

の
入
り
口
、
道
路
左
側
の
オ
レ
ン
ジ

の
ポ
ー
ル
は
狭
い
歩
道
の
中
に
有

り
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
、
極
め

て
危
険
で
あ
る
。
直
ち
に
県
に
改
善

を
依
頼
す
る
よ
う
に
求
め
る
。

こ
の
ポ
ー
ル
は
歩
行
者
保

護
の
目
的
で
路
肩
部
分
に
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
２
本
が
路
肩

の
中
央
付
近
に
設
置
さ
れ
、
歩
行
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
改

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
賃
貸

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
方
法

と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事

業
者
と
連
携
し
、
団
地
の
役
割
・
機

能
の
多
様
化
を
図
る
街
づ
く
り
を
進

め
る
と
し
て
い
る
。
開
発
が
行
わ
れ

る
予
定
の
幸
手
団
地
６
街
区
は
、
駅

か
ら
近
く
、
路
線
バ
ス
も
通
っ
て
お

り
、
周
辺
に
は
総
合
病
院
や
保
育
所

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
好
条
件
を
生
か

県
道
惣
新
田
幸
手
線
の
八

代
郵
便
局
前
を
通
過
後
の
Ｓ

字
カ
ー
ブ
、
道
路
の
両
側
が
木
立
に

囲
ま
れ
、
道
路
両
端
の
歩
道
も
狭
く
、

人
や
車
両
の
行
き
来
が
困
難
で
極
め

て
危
険
で
あ
る
。
市
民
の
危
険
を
排

除
し
、
命
を
守
る
た
め
に
も
、
直
ち

に
県
に
改
善
を
求
め
る
よ
う
前
回
も

発
言
し
て
い
る
。
八
代
郵
便
局
先
の

右
カ
ー
ブ
を
過
ぎ
た
次
の
左
カ
ー
ブ

QQ

AA

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
進
め
る
多
様
性
の
あ
る
街
づ
く
り
は

県
道
惣
新
田
幸
手
線
の
危
険
な
Ｓ
字
カ
ー
ブ
箇
所
に
つ
い
て

専
門
的
な
も
の
ま
で
、
そ
の
範
囲
は

多
岐
に
わ
た
る
。

同
機
構
か
ら
は
、
幸
手
団
地
６
街

区
の
開
発
に
つ
い
て
、
良
好
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
需

要
や
市
場
動
向
を
勘
案
す
る
な
ど
し

て
今
後
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
情
報

共
有
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
・
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。 

（
総
合
政
策
部
長
）

善
の
要
望
を
行
い
た
い
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

小林英雄議員海老沼隆夫議員

（12）〔市議会だよりさって〕No.99



  

  

市政に対する一般質問

ま
た
、
そ
の
後
の
施
設
従
事
者
、

基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
、更
に
は
、

16
歳
以
上
65
歳
未
満
の
皆
さ
ん
に
も

で
き
う
る
限
り
、
早
急
な
接
種
が
望

ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
５
月
６
日

よ
り
接
種
を
は
じ
め
、
６
月
３
日
現

在
で
４
千
２
９
４
回
の
接
種
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
７
月
末

ま
で
に
２
回
目
が
接
種
で
き
る
よ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
、
市
民
の
命
を
守

る
最
大
の
方
策
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
い
か
に
素
早
く
多
く
の
方
に
接
種

し
、
集
団
免
疫
を
作
る
か
が
、
市
の

最
大
の
責
務
で
あ
る
。

5
月
に
始
ま
っ
た
高
齢
者
に
対
す

る
接
種
は
、
国
で
は
7
月
末
ま
で
に

完
了
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

接
種
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Q

A

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

進
め
て
い
る
。

65
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
使

用
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
な
ど
、
国

か
ら
の
情
報
が
な
い
た
め
、
詳
細
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し
て
い
な
い

が
、
情
報
収
集
に
努
め
、
医
師
会
等

と
の
調
整
を
行
い
、
実
施
体
制
を
整

え
る
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

武藤壽男議員

６
月
１
日
（
本
会
議
）

　
・ 

開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　
・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説
明

６
月
２
日
・
３
日
・
４
日
（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

６
月
10
日
（
本
会
議
）

　
・ 

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
議
案
の
委
員
会
付
託

６
月
11
日
（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

６
月
14
日
（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
月
15
日
（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

６
月
22
日
（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
・
閉
会

６月定例会　会期日程

議会を傍聴しませんか
　議会では日常生活にかかわる条例や事業の予算などを
審議し、決定しています。ぜひ、傍聴にお出かけください。

《
9
月
定
例
会
の
主
な
内
容
》

９
月
１
日

 

　
・ 

開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項
・
市

長
提
出
議
案
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説
明

９
月
２
日
・
３
日
・
６
日

　
・ 

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

９
月
10
日

　
・ 

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
議
案
の
委
員
会
付
託

９
月
13
日
・
14
日

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
15
日
・
16
日

　
・
総
務
常
任
委
員
会

９
月
17
日
・
21
日

　
・ 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

９
月
29
日

　
・ 

委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
・
閉
会

※ 各会議は午前10時開始予定です。また、会議の予定は変更とな
る場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合せください。

幸手市議会からの

　市議会の本会議については、インターネットによる中継を行っ
ており、本会議の開会中にご覧いただける「ライブ中継（生中継）」
と、いつでも視聴ができる「録画中継」の配信をしています。中
継は、スマートフォンやタブレット端末でもご覧いただけます。

◆議会中継のご案内◆

◆ 9 月定例会の開催予定◆

6月定例会
傍　聴　者

23人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数
インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画 )を行っております。
４月　160件 ５月　87件 ６月　1901件

の方が視聴されました。

お知らせ

　令和３年９月定例会は、９月１日㈬から 29 日
㈬までの 29 日間にわたって開催する予定です。
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